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66月定例会月定例会

一 般
質 問 5人の議員が町政を問う 7P～11P

真善美 　（山本 大聖 さん） 12Ｐ

予 算
審 議 コロナ感染症に伴う町の独自支援策は 3Ｐ～5Ｐ

議会だより議会だより

　

６
月
１
日
か
ら
学
校
が
再
開

し
ま
し
た
。
各
学
校
で
は
子
ど

も
た
ち
の
元
気
な
姿
が
見
ら
れ

活
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　

茶
内
小
学
校
の
新
一
年
生
は

元
気
い
っ
ぱ
い
。
給
食
も
笑
顔

で
頬
張
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
心
身
と

も
に
健
康
な
毎
日
が
送
れ
ま
す

よ
う
に
…

表
紙
の
写
真
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定例会
66月月
10日・11日

着々着々とと進進むむ庁舎建設工事庁舎建設工事
～議員全員協議会で現地を視察～～議員全員協議会で現地を視察～

　

６
月
定
例
会
が
10
日
・
11
日
の
２
日
間
の
会
期
で
開
催
。

　

一
般
会
計
お
よ
び
各
会
計
の
補
正
予
算
と
条
例
改
正
な
ど
46
議
案
が

上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
３
億
６
５
４
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

１
１
９
億
７
６
９
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

役
場
新
庁
舎
建
設
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
６
月
３
日
開
催
の
議
員
全
員
協
議
会
で

担
当
課
か
ら
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
現
地

視
察
を
行
っ
た
。

　

工
事
は
３
月
中
旬
よ
り
再
開
し
、
各
種
関

連
工
事
に
つ
い
て
現
在
ま
で
工
程
ど
お
り
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

主
な
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
左
記

の
と
お
り
。（
６
月
３
日
現
在
）

【
建
設
工
事
】

・
庁
舎
建
設
工
事
（
建
築
主
体
）
47
％

・
庁
舎
建
設
工
事
（
電
気
設
備
１
）
18
％

・
庁
舎
建
設
工
事
（
電
気
設
備
２
）
39
％

・
庁
舎
建
設
工
事
（
空
調
換
気
設
備
）
19
％

・
庁
舎
建
設
工
事
（
給
排
水
衛
生
）
33
％

・
防
災
貯
留
槽
建
設
工
事　

69
％

・
防
災
貯
留
槽
建
設
工
事
（
設
備
）
82
％

・
防
災
貯
留
槽
水
道
接
続
工
事　

99
％

・
一
般
車
庫
棟
建
設
工
事　

81
％

【
土
木
工
事
】

・
避
難
道
路
建
設
工
事　

53
％

・
新
庁
舎
敷
地
造
成
工
事　

54
％

・
防
災
広
場
造
成
工
事　

59
％

　

新
庁
舎
は
、
災
害
時
に
避
難
施
設
と
防
災

拠
点
の
両
方
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
高
い

安
全
性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
震
に

よ
る
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
に
く
い
免
震
構
造
を

採
用
。

　

現
地
視
察
で
は
、
新
庁
舎
地
下
に
あ
る
免

震
ピ
ッ
ト
で
免
震
装
置（
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
）

の
機
能
性
な
ど
に
つ
い
て
担
当
者
よ
り
説
明

を
受
け
た
。

※
議
員
全
員
協
議
会
と
は

　

議
会
に
は
、
３
つ
の
常
任
委
員
会
（
総

務
経
済
・
社
会
文
教
・
広
報
公
聴
）が
あ
り
、

所
管
事
項
の
調
査
活
動
を
し
て
い
る
が
、

議
長
が
主
宰
し
て
協
議
ま
た
は
調
整
す
る

た
め
に
開
か
れ
る
会
議
の
こ
と
を
い
う
。

※
庁
舎
建
設
工
事
（
地
中
熱
利
用
設
備
Ⅰ

期
）、
防
災
発
電
棟
建
設
工
事
、
防
災
車

庫
棟
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
工
事
完
了

済
で
あ
る
。
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補正予算審議から

問	

浜
中
町
で
の
発
症
例
は
な

い
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

に
よ
り
各
方
面
に
影
響
が
及
ん

で
い
る
。
国
も
対
策
に
取
り
組

む
中
、
商
工
業
者
を
対
象
に
し

た
町
独
自
の
支
援
策
と
実
績
は
。

　

ま
た
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
生

活
支
援
給
付
金
」
の
内
容
お
よ

び
独
自
支
援
策
の
財
源
は
。

　

さ
ら
に
、
漁
業
で
も
消
費
低

迷
を
受
け
生
産
調
整
な
ど
か
ら

収
入
が
減
少
傾
向
に
あ
る
が
対

策
は
。

答	

国
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ

り
、
客
足
が
途
絶
え
消
費
低
迷

に
よ
り
収
入
減
少
が
著
し
い
商

工
業
者
は
、
固
定
費（
人
件
費
・

家
賃
・
リ
ー
ス
料
金
な
ど
）
の

支
払
い
な
ど
に
苦
慮
し
て
い
る

現
状
で
あ
る
。
国
の
「
持
続
化

給
付
金
」
や
「
雇
用
調
整
助
成

金
」
な
ど
は
、
支
援
策
の
実
施

に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
当

面
の
事
業
継
続
と
雇
用
の
維
持

を
図
る
た
め
に
実
施
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
関
連
経
営
支
援
給
付

金
の
内
容
は
、
町
内
で
１
年
以

上
継
続
営
業
し
て
い
る
中
小
企

業
・
個
人
事
業
主
で
町
税
な
ど

を
完
納
し
、
本
年
２
月
か
ら
12

月
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
月
で
売

上
高
が
前
年
同
月
対
比
30
％
以

上
減
少
し
た
事
業
所
が
対
象
で

上
限
額
は
、
法
人
事
業
所
で
１

０
０
万
円
・
個
人
事
業
主
で
50

万
円
を
支
援
す
る
。

　

今
後
の
申
請
予
定
を
含
め
た

総
件
数
は
、
法
人
で
29
件
・
個

人
で
59
件
あ
り
、
事
業
費
予
算

額
は
５
７
７
８
万
円
と
な
る
。

業
種
別
は
、
飲
食
業
24
件
・
小

売
業
20
件
・
加
工
製
造
業
15

件
・
宿
泊
業
９
件
・
理
美
容
業

９
件
・
建
設
業
５
件
・
運
輸
運

搬
業
３
件
・
機
械
修
理
販
売
業

３
件
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
生

活
支
援
給
付
金
は
、
保
育
所
や

学
校
の
臨
時
休
業
で
育
児
の
た

め
な
ど
に
よ
る
就
労
時
間
の
減

少
か
ら
収
入
が
減
っ
た
こ
と
へ

の
生
活
支
援
策
で
、
18
歳
以
下

の
子
ど
も
が
い
る
ひ
と
り
親
家

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
伴
う�

�

町
の
独
自
支
援
策
は

庭
に
１
世
帯
10
万
円
を
給
付
す

る
。
事
業
費
は
60
世
帯
分
で
６

０
０
万
円
と
な
る
。

　

な
お
、
国
が
２
次
補
正
で
実

施
す
る
「
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
」で
は
、
原
則「
児

童
扶
養
手
当
」
の
受
給
世
帯
を

対
象
と
し
て
い
る
が
、
町
の
支

援
は
全
て
の
ひ
と
り
親
家
庭
へ

の
給
付
で
あ
る
。

　

財
源
は
、
国
の
「
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
で
あ
る
が
、
一
部
は
一
般

財
源
を
充
当
す
る
。

　

ま
た
、
漁
業
へ
の
支
援
策
は

両
漁
協
と
協
議
を
し
て
い
る
が

昆
布
漁
の
結
果
や
国
の
支
援
策

を
見
極
め
な
が
ら
対
応
策
を
検

討
し
て
い
く
。

新型コロナの影響を受けた飲食店街
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問	

学
校
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
工
事
費
５
５
０
５
万
円
と

パ
ソ
コ
ン
購
入
費
３
０
７
１
万

円
の
内
容
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
見
通
し
、
お
よ
び
各
家
庭
に

お
け
る
Ｉ
Ｔ
環
境
の
違
い
に
よ

る
教
育
格
差
対
策
は
。

答	

国
が
進
め
る
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
環
境
整
備
事
業
に
よ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
の
推
進
を

図
る
目
的
で
全
小
中
学
校
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
進
め
る
。

　

パ
ソ
コ
ン
は
児
童
・
生
徒
１

人
１
台
と
し
、
小
学
校
２
８
６

台
、中
学
校
１
５
３
台
を
購
入
。

　

光
回
線
は
令
和
４
年
度
か
ら

全
町
で
使
用
で
き
る
予
定
。
そ

の
後
、
各
教
科
で
の
活
用
や
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
が
可
能
と
な
る
。

　

ま
た
、
教
育
格
差
対
策
は
、

端
末
や
ポ
ケ
ッ
ト
Wi

−

Fi
の
貸

与
な
ど
を
考
え
て
お
り
、
学
校

と
家
庭
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

問	

災
害
対
策
費
で
購
入
す
る

防
災
用
コ
ン
テ
ナ
２
台
１
５
６

万
円
、
災
害
用
ト
イ
レ
６
カ
所

１
５
２
万
円
の
設
置
場
所
お
よ

び
９
０
４
万
円
で
購
入
す
る
消

耗
品
の
内
容
は
。

　

ま
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
取
っ
た
場
合
、
現
在

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
見
通
し
は

災害対策用の備品や備蓄品の購入内容は

災害時に活用する段ボールベッド

教育用パソコン

の
避
難
所
ス
ペ
ー
ス
で
十
分
か
。

答	

防
災
用
コ
ン
テ
ナ
は
、
新

庁
舎
敷
地
内
の
防
災
広
場
と
茶

内
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
設
置
す
る
。
災
害
用
ト

イ
レ
は
、
指
定
避
難
所
で
あ
る

霧
多
布
温
泉
「
ゆ
う
ゆ
」・
茶

内
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
・
茶
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・
Ｍ
Ｏ

−

Ｔ
Ｔ
Ｏ
か
ぜ

て
・
浜
中
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
・
姉
別
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
の
６
カ
所
に
備
蓄
す
る
。

　

消
耗
品
の
内
容
は
、
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
１
０
０
個
で
単
価
は

税
抜
き
１
万
３
千
円
程
度
。
完

成
品
は
、
飛
沫
遮
断
用
の
カ
バ

ー
付
き
と
な
っ
て
い
る
。

　

避
難
所
用
の
段
ボ
ー
ル
製
間

仕
切
り
も
１
０
０
個
で
単
価
税

抜
き
６
千
円
程
度
。

　

衛
生
用
品
は
、
マ
ス
ク
・
消

毒
液
・
体
温
計
・
使
い
捨
て
手

袋
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
エ
プ
ロ
ン
・

タ
オ
ル
・
包
帯
救
急
絆
創
膏
・

ガ
ー
ゼ
・
サ
ー
ー
ジ
カ
ル
テ
ー

プ
・
酒
精
綿
・	

ゴ
ミ
袋
な
ど
を

購
入
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
感
染
症
が
流
行
し
て
い
る

場
合
は
、
避
難
所
に
お
い
て
も

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が

求
め
ら
れ
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
す	

る
こ
と
か
ら
、
他
の
公
共
施
設

の
活
用
や
民
間
施
設
の
借
用
、

さ
ら
に
は
親
戚
・
友
人
宅
へ
の

避
難
を
促
す
な
ど
で
対
応
し
て

い
く
。
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熊牛と姉別の境界に架かる友交橋

その他の主な歳出（一般会計）
歳　出　の　内　訳 金　　額

子育て世帯臨時特別給付金（１万円×620人） ６２０万円

誕生祝品製作委託料（木製積み木） １７９万円

霧多布中央地区臨港道路改良工事（延長20m　幅員５m） ３０８万円

問	

橋
桁
塗
料
に
含
ま
れ
る
有

害
物
質
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
委
託
料
２

５
０
万
円
の
内
容
と
処
理
期
限

が
迫
っ
て
い
る
が
未
処
理
の
橋

は
何
橋
か
。

　

ま
た
、
工
事
請
負
費
９
６
４

０
万
円
の
内
容
は
。

答	
町
道
円
朱
別
原
野
丸
佐
橋

と
茶
内
秩
父
内
橋
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処

理
に
係
る
委
託
料
で
あ
り
、
Ｐ

Ｃ
Ｂ
の
処
理
期
限
は
令
和
５
年

度
ま
で
で
、
こ
の
ほ
か
２
橋
の

処
理
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
維
持
補
修
工
事
は
、

丸
佐
橋
２
５
２
０
万
円
、
秩
父

内
橋
２
４
２
０
万
円
で
本
年
度

中
に
工
事
完
了
す
る
。
友
交
橋

は
２
カ
年
計
画
で
本
年
度
４
７

０
０
万
円
を
計
上
。

　

通
行
止
め
と
な
る
の
は
、
友

交
橋
の
み
で
10
～
２
月
末
く
ら

い
ま
で
を
予
定
。

橋
の
補
修
と
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
の
内
容
は

※
Ｐ
Ｃ
Ｂ
と
は
非
常
に
毒
性

の
強
い
化
学
物
質
で
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
の
１
つ
と
さ
れ
、
昭

和
42
年
か
ら
47
年
の
５
年
間

に
使
用
さ
れ
た
。

問	

小
中
高
校

生
に
対
す
る
牛

乳
券
贈
答
の
予

算
46
万
円
の
内

容
は
。

答	
今
回
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
に
よ

り
学
校
や
飲
食

店
の
休
業
、
さ

ら
に
は
各
種
イ

牛乳券贈答の予算は
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
で
牛
乳
・

乳
製
品
の
需
要
が
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
生
乳
の
需

給
バ
ラ
ン
ス
に
混
乱
が
生
じ
、

乳
業
各
メ
ー
カ
ー
は
急
き
ょ
、

加
工
向
け
を
増
や
す
な
ど
の
対

応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
学
校
休
業

が
長
期
間
に
及
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
国
の
臨
時
交
付
金
を
財

源
に
管
内
市
町
村
と
足
並
み
を

そ
ろ
え
、
町
内
の
児
童
生
徒
に

対
し
、
健
康
管
理
の
面
か
ら
牛

乳
を
届
け
る
取
り
組
み
を
５
月

の
分
散
登
校
に
合
わ
せ
実
施
し

た
。
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○
霧
多
布
港
海
岸
陸
閘
改
良
工

事	

１
４
８
９
万
円

〇
避
難
施
設
等
建
設
工
事
監
理

業
務
委
託
料	

２
２
０
万
円

〇
避
難
施
設
等
建
設
工
事

	

７
６
３
０
万
円

　

い
ず
れ
も
令
和
元
年
度
内
に

終
了
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

事
業
費
を
令
和
２
年
度
に
繰
り

越
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

繰
越
明
許
費�

繰
越
計
算
書
の
報
告

辺
地
総
合
整
備
計
画

�

策
定
・
変
更

〇
策
定（
西
円
朱
別
地
区
辺
地
）

　

除
雪
ト
ラ
ッ
ク
整
備
事
業
５

９
０
０
万
円
で
、
期
間
は
令
和

２
～
６
年
度
ま
で
の
５
年
間
。

〇
変
更
（
散
布
地
区
辺
地
）

　

策
定
済
の
丸
山
散
布
地
区
物

揚
場
整
備
事
業
に
散
布
中
学
校

教
員
住
宅
改
修
工
事
７
０
０
万

円
を
加
え
る
。
期
間
は
平
成
30

～
令
和
４
年
度
ま
で
の
５
年
間
。

　

国
保
税
は
、
北
海

道
に
納
め
る
「
国
民

健
康
保
険
事
業
費
納

付
金
」
に
充
て
る
た

め
に
北
海
道
か
ら
示

さ
れ
た
「
標
準
保
険

税
率
」
を
基
に
、
前

年
所
得
と
決
算
見
込

み
を
考
慮
し
た
上
で

税
率
な
ど
の
改
正
を

行
っ
た
。

　

本
町
に
お
け
る
国

保
の
被
保
険
者
数
お

よ
び
世
帯
数
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る

が
、
国
保
税
は
納
税

者
の
納
付
努
力
に
よ

り
高
い
収
納
率
を
維

持
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
が
国
保
会
計
の

安
定
し
た
運
営
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
前
年
度
と

改
正
後
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
別
の
税
額
比
較

は
下
記
の
と
お
り
。

農
業
委
員
会
委
員
の

�

任
命
に
同
意

　

農
業
委
員
会
委
員
は
、
そ
の

職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
人
を
町
長
が
議
会
の
同
意

を
得
て
任
命
す
る
も
の
で
、
７

月
19
日
付
で
任
期
満
了
と
な
る

こ
と
か
ら
、
別
表
12
人
の
任
命

に
全
会
一
致
で
同
意
。
任
期
は

令
和
５
年
７
月
19
日
ま
で
。

氏　

名

住　

所

阿
部
　
栄
子

暮
帰
別

嵯
峨
　
弘
巳

茶
内
北
区

白
川
　
英
之

茶
内
第
一

妹
尾
　
伸
二

茶
内
第
三

百
々
　
栄
二

熊
牛

橋
場
　
和
幸

西
円
朱
別

篠
原
　
　
弘

円
朱
別

新
井
功
仁
恵

茶
内
東
区

谷
口
　
正
明

姉
別
緑
栄

押
切
　
秀
志

姉
別
北

宮
崎
　
義
幸

茶
内
橋
北

山
下
　
康
紀

厚
陽

串田　明氏（霧多布）

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

串
田
明
氏
は
６
月
25
日
付
で

任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

全
員
賛
成
で
引
き
続
き
最
適

任
と
認
め
、
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
な
ど
を
改
正

保険税額の比較

モデルケース（例） 令和元年度
国保税額

令和２年度
国保税額 比較

夫婦と子ども２人の４人世帯�所得　400万円 569,200円 579,700円 10,500円

夫婦２人世帯� 所得　200万円 293,800円 298,300円 4,500円

70歳の単身世帯� 所得　　　０円 20,400円 19,500円 ▲900円

夫婦と子ども２人の４人世帯�所得　800万円 940,500円 946,600円 6,100円

※夫婦は40〜64歳、子どもは40歳未満で算定

改
良
さ
れ
た
陸
閘
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川
村	

本
町
の
教
育
環
境
に
与

え
た
長
期
休
校
の
影
響
と
家
庭

学
習
の
実
態
は
。

教
育
長	

長
期
休
校
の
影
響
は

昨
年
度
18
日
分
、
今
年
度
は
26

日
分
の
授
業
減
と
な
り
、
通
常

の
学
校
教
育
活
動
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

家
庭
学
習
の
実
態
は
、
復
習

に
加
え
、
教
科
書
や
ド
リ
ル
な

ど
の
プ
リ
ン
ト
学
習
が
中
心
。

　

学
校
と
家
庭
の
連
携
で
学
習

状
況
の
把
握
に
努
め
た
。

川
村	

学
習
の
遅
れ
に
よ
る
学

力
格
差
や
生
活
の
乱
れ
を
心
配

す
る
保
護
者
も
多
い
。
学
習
指

導
要
領
で
決
め
ら
れ
た
授
業
数

確
保
の
手
立
て
は
。

教
育
長	

遅
れ
て
い
る
学
習
を

年
度
内
に
き
ち
ん
と
保
障
す
る

こ
と
が
課
題
で
あ
り
責
務
。

　

家
庭
環
境
に
よ
っ
て
児
童
生

徒
の
学
力
差
や
生
活
の
乱
れ
が

生
じ
な
い
よ
う
授
業
数
を
確
保

す
る
。
夏
休
み
を
10
日
・
冬
休

み
は
12
日
に
短
縮
し
年
間
２
０

４
日
間
の
授
業
と
す
る
。

川
村	

補
正
予
算
の
小
中
学
校

費
に
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

工
事
と
パ
ソ
コ
ン
購
入
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
は
可
能
と
な
る
か
。

　

ま
た
、
設
備
面
の
課
題
と
高

速
通
信
網
整
備
の
実
態
は
。

教
育
長	
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は

有
効
で
、
導
入
を
望
む
が
高
速

通
信
網
（
光
回
線
）
の
未
整
備

地
域
が
あ
り
、
一
斉
に
進
め
る

に
は
一
定
の
課
題
が
あ
る
。

町
長	

高
速
通
信
網
整
備
の
実

態
は
62
局
を
除
き
未
整
備
で
あ

る
。
公
設
民
営
で
４
年
か
け
て

整
備
す
べ
く
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
協
議
し

て
い
た
が
、
国
の
第
２
次
補
正

新型コロナ感染拡大で
� 学力格差の懸念は

光回線の前倒しで
�オンライン授業が可能に

問

答

で
全
国
的
に
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
整
備
を
進
め
る
予
算
が
付

い
た
の
で
、
本
町
も
こ
の
事
業

で
前
倒
し
整
備
す
る
。

川
村	

光
回
線
の
整
備
が
一
気

に
進
む
状
況
に
な
っ
て
喜
ば
し

い
が
、事
業
費
な
ど
の
詳
細
は
。

町
長	

事
業
主
体
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と

し
、
町
は
負
担
金
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に

支
払
い
整
備
を
進
め
る
。
事
業

費
は
、
税
抜
き
で
10
億
５
７
０

０
万
円
、
国
の
補
助
３
分
の
１

と
回
線
使
用
料
を
除
い
た
４
億

９
５
０
０
万
円
を
負
担
。
財
源

は
国
の
臨
時
交
付
金
の
特
別
枠

で
賄
い
、
残
り
は
過
疎
債
で
対

応
。
工
事
は
、
令
和
２
～
３
年

度
で
光
回
線
網
を
整
備
。
こ
の

度
の
前
倒
し
整
備
で
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
導
入
や
産
業
振
興
面

で
も
活
用
で
き
る
。

　

売
電
を
目
的
に
設
置
す
る
太

陽
光
発
電
事
業
者
と
地
域
住
民

の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
、
景
観
保

全
の
ル
ー
ル
と
し
て
前
向
き
に

条
例
制
定
を
検
討
す
る
。

一般質問一般質問

川�村　義�春��議員

高速通信網（光回線）整備により
オンライン授業が待たれる小中学校（散布小中学校）

問
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の

�

設
置
規
制
条
例
の
制
定
を

答
景
観
を
守
る
規
制
条
例
を

�

前
向
き
に
検
討
す
る
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を
促
す
考
え
は
。

町
長	

他
町
の
信
金
が
実
施
す

る
事
業
は
地
域
貢
献
活
動
で
あ

る
が
、
本
町
の
場
合
は
営
利
活

動
的
な
意
味
合
い
か
ら
、
町
が

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

田
甫	

入
会
登
録
料
や
サ
ポ
ー

ト
料
な
ど
成
婚
ま
で
の
費
用
が

十
数
万
円
と
な
る
こ
と
も
登
録

者
が
増
え
な
い
要
因
と
考
え
る
。

　

入
会
希
望
者
に
登
録
料
を
助

成
す
る
な
ど
、
婚
活
支
援
策
を

進
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

町
長	

農
協
が
実
施
す
る
後
継

者
対
策
協
議
会
へ
補
助
し
て
い

る
よ
う
に
、
産
業
団
体
な
ど
へ

の
助
成
は
で
き
る
が
一
個
人
へ

の
補
助
は
で
き
な
い
。

田
甫	

行
政
と
し
て
婚
活
支
援

策
を
実
施
で
き
な
い
で
来
た
経

緯
か
ら
も
、
民
間
が
運
営
す
る

婚
活
事
業
を
最
大
限
活
用
し
て

人
口
減
対
策
を
図
る
に
は
、
行

政
側
か
ら
各
業
界
団
体
と
の
協

力
体
制
を
働
き
か
け
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

町
長	

後
継
者
対
策
事
業
へ
の

支
援
は
可
能
で
あ
る
が
、
公
務

員
や
一
般
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
中

に
も
婚
活
を
望
む
人
も
い
る
。

田
甫	

以
前
か
ら
後
継
者
対

策
・
人
口
減
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
婚
活
支
援
の
必
要
性
を
訴

え
て
き
た
。
具
体
策
が
見
え
な

い
中
、
民
間
企
業
が
会
員
登
録

制
の
結
婚
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
開

設
し
た
が
入
会
者
数
が
伸
び
悩

ん
で
い
る
。
他
町
村
で
は
信
用

金
庫
が
実
施
す
る
結
婚
相
談
所

と
提
携
し
積
極
的
に
事
業
の
推

進
を
図
っ
て
い
る
。

　

町
の
Ｈ
Ｐ
や
広
報
紙
で
入
会

婚活支援への取り組みは

各団体との協議から

問

答

　

ど
の
よ
う
な
支
援
方
法
が
あ

る
か
も
含
め
、
先
ず
は
各
業
界

団
体
ト
ッ
プ
と
町
長
の
協
議
か

ら
始
め
た
い
。

田
甫	

新
庁
舎
で
の
業
務
開
始

ま
で
半
年
余
り
と
な
っ
た
。
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
含
め
、
現

在
徒
歩
で
来
庁
し
て
い
る
人
々

が
新
庁
舎
へ
行
く
た
め
の
交
通

手
段
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

　

１
日
平
均
の
徒
歩
来
庁
者
数

と
新
庁
舎
完
成
後
の
対
応
策
は
。

町
長	

両
施
設
へ
の
徒
歩
来
庁

者
数
は
統
計
を
と
っ
て
い
な
い

が
、
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
の

中
に
は
徒
歩
で
来
庁
さ
れ
て
い

る
人
も
い
る
。

　

今
年
10
月
か
ら
本
格
運
行
す

る
予
定
で
進
め
て
い
る
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
で
は
、
霧

多
布
市
街
地
と
新
庁
舎
間
を
結

ぶ
バ
ス
の
便
数
は
役
場
開
庁
時

間
内
に
７
往
復
あ
り
、
約
40
分

か
ら
１
時
間
半
の
間
で
バ
ス
利

用
が
可
能
と
な
る
。
運
転
免
許

や
自
家
用
車
を
持
た
な
い
人
は

こ
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
の
来
庁
と
考
え
て
い
る
。

一般質問一般質問

田�甫　哲�朗��議員

ビオラマリッジのパンフレット

問
新
庁
舎
へ
の

�

交
通
手
段
は

答
公
共
バ
ス
路
線
で
対
応



浜中町議会だより（第133号） 9

加
藤	

安
倍
総
理
は
、
２
月
27

日
、
突
如
に
し
て
全
国
の
小
中

高
校
な
ど
に
一
斉
休
校
の
要
請

を
行
っ
た
。
何
の
法
律
に
基
づ

い
た
も
の
か
。

教
育
長	

こ
の
要
請
に
法
的
根

拠
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
広
が
る
中
、
児
童
生
徒
の
健

康
と
安
全
を
最
優
先
と
し
、
多

く
の
子
ど
も
や
教
職
員
が
集
ま

る
こ
と
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
に

備
え
る
観
点
か
ら
休
校
要
請
を

受
け
入
れ
た
。

加
藤	

こ
の
要
請
は
ど
の
よ
う

に
町
教
委
に
伝
え
ら
れ
た
か
。

教
育
長	

道
教
委
か
ら
の
要
請

が
あ
り
、
学
校
保
健
安
全
法
第

４
条
お
よ
び
20
条
に
よ
り
臨
時

休
校
の
判
断
を
し
た
。

加
藤	

国
の
要
請
は
私
に
は
乱

暴
な
も
の
に
思
え
る
。
教
育
権

は
何
処
に
あ
る
か
の
問
題
だ
。

国
は
、
教
育
権
は「
国
に
あ
り
」

を
主
張
し
、
私
は
「
親
や
地
域

に
あ
る
」
と
考
え
る
。

地
域
の
教
育
に
責
任
を
負
う
町

教
委
は
、
会
議
を
持
ち
検
討
し

た
か
。

教
育
長	

委
員
会
を
開
く
余
裕

が
な
か
っ
た
。
２
月
26
日
に
道

知
事
に
よ
る
休
校
要
請
が
あ
り

道
教
委
よ
り
27
日
か
ら
臨
時
休

校
開
始
の
通
知
が
あ
っ
た
。

加
藤	
こ
の
時
期
は
、卒
業
式
・

入
学
式
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

ご
両
親
や
地
域
に
と
っ
て
最
重

要
の
行
事
で
あ
る
が
、
思
い
出

に
残
る
式
を
演
出
で
き
た
か
。

教
育
長	

児
童
生
徒
へ
の
感
染

リ
ス
ク
や
一
次
産
業
の
町
で
の

風
評
被
害
を
鑑
み
て
、
断
腸
の

思
い
で
当
事
者
の
み
の
参
加
で

実
施
し
た
。

国による一斉休校は妥当か

子どもたちの�
� 安全を最優先に

問

答

加
藤	

３
カ
月
間
の
休
校
で
授

業
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
に

楽
し
み
な
夏
冬
休
み
を
削
り
、

運
動
会
も
中
止
と
の
こ
と
だ
が

時
期
を
移
行
す
る
な
ど
工
夫
を

凝
ら
し
て
通
常
通
り
行
う
べ
き

で
あ
る
。

　

臨
時
休
校
が
子
ど
も
や
親
に

与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
こ
の

間
の
心
の
ケ
ア
を
考
え
、
子
ど

も
の
思
い
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

な
学
校
生
活
を
望
み
た
い
が
そ

の
対
応
は
。

教
育
長	

児
童
生
徒
や
親
が
最

も
心
配
し
て
い
る
の
が
学
習
の

遅
れ
で
あ
る
。
40
日
に
お
よ
ぶ

授
業
日
数
を
確
保
す
る
に
は
、

子
ど
も
へ
の
負
担
を
考
え
る
と

夏
冬
休
み
の
短
縮
が
最
良
の
手

段
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
学
校
生
活
の
最
大
行

事
で
あ
る
修
学
旅
行
や
学
芸
会

文
化
祭
は
、
安
全
確
保
に
配
慮

し
な
が
ら
実
施
す
る
方
向
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
運
動
会
・
体

育
大
会
を
二
学
期
に
移
行
す
る

こ
と
は
難
し
い
。

一般質問一般質問

加�藤　弘�二��議員

学校再開を喜ぶ子どもたち
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て
、
防
災
無
線
、
町
Ｈ
Ｐ
、
広

報
紙
、
自
治
会
チ
ラ
シ
、
公
共

施
設
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
予
防

対
策
と
し
て
、
日
常
的
な
手
洗

い
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
、
人
混
み
を
避
け
る

な
ど
、
町
民
の
健
康
を
守
る
た

め
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
感
染

症
予
防
に
努
め
て
い
る
。
ま
た

発
熱
や
風
邪
の
症
状
が
４
日
以

上
続
い
た
り
、
高
齢
者
や
基
礎

疾
患
の
あ
る
人
、
透
析
な
ど
重

症
化
し
や
す
い
人
が
強
い
だ
る

さ
や
息
苦
し
さ
が
あ
る
場
合
の

相
談
窓
口
は
、
平
日
は
釧
路
保

健
所
、
夜
間
・
休
日
は
、
北
海

道
保
健
福
祉
部
地
域
保
健
課
に

相
談
を
。

　

ま
た
、
６
月
15
日
の
自
治
会

配
布
で
予
防
対
策
の
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
な
ど
周
知
徹
底
を
し

て
い
き
た
い
。

小
松	

国
が
４
月
21
日
公
表
し

た
千
島
海
溝
の
地
震
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、厚
岸
・
浜
中
で

は
震
度
７
の
地
震
が
想
定
さ
れ

て
お
り
地
震
が
深
夜
の
際
、
街

灯
が
消
え
真
っ
暗
に
な
る
が
、

ソ
ー
ラ
ー
の
街
灯
が
所
々
点
灯

し
て
い
る
と
避
難
し
や
す
い
の

小
松	

感
染
症
が
発
症
し
た
と

思
わ
れ
る
際
の
対
処
と
窓
口
や

周
知
、
方
法
は
。

町
長	

２
月
21
日
感
染
症
危
機

管
理
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、

対
策
本
部
会
議
を
７
回
開
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
情
報
共
有
や
予
防
対

策
の
対
応
、
相
談
窓
口
に
関
す

る
情
報
及
び
住
民
周
知
の
徹

底
、
今
後
の
対
応
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
た
。
情
報
共
有
と
し

新型コロナ対策の周知は

防災行政無線・町HP�
� などで情報提供

問

答

で
は
。

　

ま
た
、
避
難
所
な
ど
の
外
灯

は
。

町
長	

国
の
指
針
で
は
、
夜
間

で
も
分
か
り
や
す
い
避
難
誘
導

標
識
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。上
皇

寺
裏
の
避
難
路
は
ソ
ー
ラ
ー
の

照
明
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

街
路
灯
や
防
犯
灯
は
商
用
電
源

を
使
用
し
て
お
り
、
停
電
時
は

点
灯
し
な
い
。
ソ
ー
ラ
ー
照
明

に
す
る
に
は
、
多
額
の
費
用
を

要
す
る
。
町
で
は
、
停
電
で
も

迅
速
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
非

常
持
ち
出
し
品
と
し
て
懐
中
電

灯
を
奨
励
し
て
い
る
。
避
難
場

所
は
21
カ
所
で
、
14
カ
所
が
何

ら
か
の
形
で
照

明
が
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
照

明
の
な
い
７
カ

所
の
う
ち
、
電

源
の
な
い
所
は

ソ
ー
ラ
ー
電

源
を
検
討
し
て

い
る
。
避
難
所

の
コ
ン
テ
ナ
ー

に
は
投
光
器
・

発
電
機
が
配

備
さ
れ
て
い
る
。

 
 
 

 

新型コロナウイルス感染症予防のため、道は、国が示した「新しい生活様式」の実践に

向け、ライフスタイルやビジネススタイルを変革した「新北海道スタイル」の構築を目指

しています。 

町民の皆様には、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、新たな生活の習慣化に向

け「新北海道スタイル」の取り組みをお願いいたします。 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

高齢者、持病のある方、妊婦の方：２日程度続いている場合は相談してください。 

 

浜浜中中町町感感染染症症危危機機管管理理対対策策本本部部（（事事務務局局：：福福祉祉保保健健課課健健康康推推進進係係））  ℡℡６６２２－－２２３３００７７ 

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症予予防防ののたためめ  

「「新新北北海海道道ススタタイイルル」」をを実実践践ししままししょょうう  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

１ 人との距離は、できるだけ２ｍ空けましょう。 

             ２ こまめに手洗いしましょう。 

             ３ 咳エチケットを徹底しましょう。 

             ４ こまめに換気しましょう。 

             ５ ３密（密閉・密集・密接）を回避しましょう。   

             ６ 食事は持ち帰りや出前を利用しましょう。 

             ７ オンラインを上手に活用しましょう。 

新新北北海海道道ススタタイイルルのの実実践践

6月15日配布の予防対策チラシ

一般質問一般質問

小�松　克�也��議員

問
地
震
発
生
時
の�

�

停
電
対
策
は

答
ソ
ー
ラ
ー
照
明
に
は�

�

多
額
の
費
用
を
要
す
る
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渡
部	

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
国
連
サ
ミ

ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能

な
開
発
目
標
で
あ
り
、
各
地
域

で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
し
て
地

方
創
生
を
実
現
し
て
い
こ
う
と

い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
が
、

各
課
に
お
い
て
具
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

町
長	

個
別
に
取
り
組
ん
で
は

い
な
い
が
、
行
政
の
行
う
事
業

の
一
つ
一
つ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目

標
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
町
と
し

て
も
総
合
計
画
の
下
に
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
推

進
し
て
い
き
た
い
。

渡
部	

教
育
現
場
で
の
取
り
組

み
は
。

教
育
長	

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る

課
題
や
具
体
的
な
目
標
は
学
校

教
育
と
の
親
和
性
が
非
常
に
高

い
の
で
、
教
科
や
領
域
な
ど
を

横
断
的
な
視
点
で
、
児
童
生
徒

の
学
び
の
機
会
と
し
な
が
ら
資

質
能
力
を
高
め
て
い
き
、
持
続

可
能
な
社
会
の
作
り
手
と
な
る

よ
う
総
合
的
に
学
ぶ
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。

渡
部	

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
世
界

的
に
経
済
活
動
が
停
滞
し
て
生

活
が
一
変
し
た
が
、
域
内
消
費

が
増
え
「
あ
り
が
と
う
の
見
え

る
化
」
に
は
心
が
救
わ
れ
た
よ

う
に
思
う
。

　

自
粛
期
間
中
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
状
況
は
。

町
長	

３
月
か
ら
５
月
ま
で
の

前
年
対
比
の
納
税
件
数
は
、
１

４
５
９
件
か
ら
３
２
４
６
件
で

２
・
２
倍
の
増
。
寄
付
金
額
で

総合計画とS
エス

D
ディー

G
ジー

s
ズ

の�
� 関連性は

総体的には�
� 同じと考えている

問

答

は
、
２
３
０
８
万
円
か
ら
５
１

９
９
万
円
で
２
・
２
５
倍
増
で

あ
っ
た
。

　

今
後
も
出
店
事
業
者
と
協
議

を
行
い
な
が
ら
、
新
商
品
の
開

発
や
新
規
出
店
事
業
者
の
増
加

を
図
り
た
い
。

渡
部	
外
出
で
き
な
け
れ
ば
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
す

る
と
い
う
形
態
が
顕
著
化
し
た

が
両
漁
協
Ｈ
Ｐ
の
現
状
は
。

町
長	

町
内
の
両
漁
協
で
は
現

在
は
Ｈ
Ｐ
を
開
設
し
て
い
な
い

が
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
と
し
て
、
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
支
援
事
業

で
Ｈ
Ｐ
の
開
設
を
両
漁
協
に
提

案
し
た
が
、
管
理
体
制
の
構
築

や
担
当
員
不
足
の
た
め
に
導
入

は
難
し
い
と
返
答
さ
れ
た
。

一般質問一般質問

渡�部　貴�士��議員

持続可能な開発目標

問
ふ
る
さ
と
納
税
の�

�

状
況
は

問
漁
協
Ｈ
Ｐ
の
現
状
は

答
２
倍
以
上
に�

�

伸
び
て
い
る

答
導
入
は
難
し
い
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臨
時
休
校
か
ら

　
　

登
校
再
開
に
向
け
て

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
流
行
し

た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
私
た
ち

の
学
業
に
影
響
し
ま
し
た
。

　

例
年
、
在
校
生
も
参
加
し
て

い
た
入
学
式
は
新
入
生
の
み
の

参
加
と
な
り
、
行
事
の
規
模
が

縮
小
さ
れ
る
な
ど
私
た
ち
高
校

生
の
臨
時
休
校
の
期
間
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

臨
時
休
校
中
は
、
学
校
か
ら

出
る
課
題
や
そ
の
他
の
自
主
学

習
で
授
業
を
受
け
ら
れ
な
い
分

の
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

臨
時
休
校
中
の
生
活
は
、
登

校
が
あ
っ
た
頃
に
比
べ
る
と
運

動
や
食
事
な
ど
に
気
を
つ
け
て

生
活
を
送
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。

　

気
を
張
っ
た
生
活
が
始
ま
っ

て
か
ら
約
２
カ
月
が
経
ち
学
校

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
学
級
の

様
子
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
え
た

友
達
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い

る
人
が
大
勢
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
３
年
生
は

進
路
活
動
が
本
格
化
し
、
毎
日

の
時
間
が
大
切
な
の
で
こ
れ
か

ら
は
さ
ら
な
る
臨
時
休
校
な
ど

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
集

中
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

６
～
９
月
の
行
事
が
す
べ
て

中
止
か
延
期
と
な
り
、
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
た
行
事
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
に
寂
し
い
気
持

ち
は
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
以
上
感
染
を

拡
大
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
で
き

る
は
ず
だ
っ
た
行
事
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

の
で
、
感
染
を
食
い
止
め
る
た

め
に
で
き
る
こ
と
は
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

卒
業
に
向
け
て
、
残
り
の
行

事
で
友
達
と
で
き
る
だ
け
多
く

の
思
い
出
を
作
り
た
い
で
す
。

霧
多
布
高
等
学
校

３
年
Ａ
組

�

山
本　

大た
い

聖せ
い

●
揮　

毫　

書
道
部
２
年
Ａ
組	

瓜う
り

田た　

咲さ
く

良ら

さ
ん

●
読
み
方　

し
ん
ぜ
ん
び

●
意　

味　

完
全
な
る
善
と
美

の
こ
と
。

棹
前
昆
布
漁	

６
月
21
日
撮
影

　
快
晴
で
凪
の
朝
、
棹
前
昆
布
漁
の
初
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
か
ら
始
ま
る
成
昆
布
も
豊
漁
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　
大
漁
祈
願
！

この欄に掲載するまちの季節の写真をお寄せください。
次回の発行は令和２年10月15日です。

ご応募はこちらへ　浜中町議会事務局　E-mail: gikai@town.hamanaka.lg.jp    TEL: 62-2265

町のトピックス（話題）を
募集します！

※
毎
号
霧
多
布
高
校
生

に
「
浜
中
学
を
学
ん
で
」

と
題
し
寄
稿
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
長
期
休
校
で
浜
中
学
を

実
施
で
き
ず
、
今
回
の
み

こ
の
テ
ー
マ
で
寄
稿
い
た

だ
き
ま
し
た
。


